




まとめ:肝微細構造の変化は、D,Sinniah らが Sprague Dolley rat を用いた実験で得た所

見(Sinniah,D ら、第 17 回国際小児科学会(マニラ)抄録集 2巻 p230,1983)と同一でライ症

候群と類似している。さらに古賀ら 2が報告したオキソグラフで分離ラット肝ミトコンド

リアのマルゴサ油添加により脱供役を示したことと考え合せると,マルゴサ油はライ症候

群(ライ様症候群)の実験モデルになりうる。 


